

























































































































































































平成17年 P＝α03o＝α02 m．S m．S
平成18年 N．Sm．S
N．S
m．S
平成19年 m．S
上段：得点50点以上の者の得点平均比較
下段：得点50点未満の者の得点平均比較
平成20年
表5　平成16～20年入学時基礎学力試験得点平均の境
　　界値70点による多重比較
平成16年NS（P＝0052）@　N．S
P＝003
@N．S
p＝α004
吹≠O025
P＝005
平成17年 N．Sm．S
　N．S
吹≠O．025
N．S
m．S
平成18年 N．Sm．S
N．S
m．S
平成19年 N．Sm．S
平成20年
上段：得点70点以上の者の得点平均比較
　　　（平成17年と18，20年比較はWelch’s　t－testによる）
下段：得点70点未満の者の得点平均比較
　　　（平成16，19年と17，19年比較はWelchls　t－testによる）
表6　歯科衛生士試験得点に相関する因子予測のため
　　の線形重回帰分析
予測式：y＝αiXi＋b
　重相関係数（R）＝OB598，95％信頼限界上限α8757，下限
　0．8421
y＝歯科衛生士試験自己採点得点　　　　MR／SMR　　P
x1＝1年次総合成績（100点満点換算全一α3677　NS
科目平均値）
x2＝2年次総合成績（100点満点換算全α5628　　NS
科目平均値）
x3＝卒業試験得点（歯科衛生士試験科目　11645325×1σ31
準拠100点満点）
x4＝第1回歯科衛生士試験模i擬試験得点　57503　10×1σ10
（200点満点）
x5＝第2回歯科衛生士試験模擬試験得点　63763　2C×1σ10
（200点満点）
1）H11－19のRをZ一変換しR平均，95％信頼限界を計算した後，
相関係数に再変換した
2）H11－20のRについて同じ計算を行っても，結果は同様で
ある
3）MR＝Σt／K（t＝回帰係W標準誤差，　K＝9）S鹸＝（K－1）顕
業試験と第1，2回全国歯科衛生士模擬試験の得点
との間に強い相関があった（表6）．
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考 察
1．入学時基礎学力調査得点の年次推移
　入学時基礎学力調査の得点は，2年制教育課程入
学生（16，17年）で年次的に下降傾向を示している1）．
　　　　　　　　　　　　　　　　ンまた，3年制教育課程入学者（18～20年）の得点は
さらに下降している．得点の低得点者と高得点者で
は，年次的に低得点者数が増加し，相対的に高得点
者数が減少している．特に平成19，20年入学生にお
いて，歯科衛生士試験合格率に大きな影響が予想さ
れる．平成21年3月には初めて3年制教育課程卒業
者（平成18年入学者）の歯科衛生士試験が実施され
るが，合格率の年次的な下降傾向を上昇に転じるた
めにも，入学時基礎学力調査の得点で境界50点を指
標とし，早期に補習授業を実施するなどの成績不振
者対策に活用することが望まれる．
2．在学時試験得点と歯科衛生士試験得点の関連
　歯科衛生士試験の得点向上のために，前述の入学
時基礎学力調査の得点を指標とする以外に，他の要
因を見いだし積み重ねることも重要となる．他の医
療職の国家試験の例をみると，国家試験成績には入
学後の学内成績が大きく反映する，とされる45）．
　2年制教育課程での1，2学年総合成績は，専門
科目以外の一般教養科目や臨床実習の得点も含まれ
る．さらに，成績不良者は定期試験後に再度試験が
実施された得点であるため，歯科衛生士試験の予測
には不安定な因子が存在する．しかし，卒業試験（受
験年1月下旬実施），第1，2回全国歯科衛生士模擬
試験（受験前年11月中旬・受験年2月初旬実施）は
実施時期が歯科衛生士試験実施日に近接しており，
試験科目も歯科衛生士試験と同様である．2年制教
育課程においては，第1回全国歯科衛生士模擬試験
の得点を基準に，歯科衛生士試験対策授業のグルー
プ作成の指標としてきた．この判断は正しい選択と
言えることから，3年制教育課程においては歯科衛
生士試験得点の向上を目指し，在学期間の時間的余
裕を有効活用するため，入学後早期からの対策が望
まれる．
3．3年制教育課程の課題
　2年制から3年制教育課程に移行し教育年限が1
年延長され，通常の授業における理解度の向上が期
待される．反面，基礎科目（解剖学・生理学など）
は2年制課程と同様に1学年前期で履修すること
と，臨床科目（歯科保存学・歯科補綴学など）や主
要三科目（歯科診療補助・歯科保健指導・歯科予防
処置）の理解を深めた臨地・臨床実習が2年制課程
より3か月早期に終了するため時間的空白が生じる
ことも事実であ在この両面の調和をはかり学力の
向上と共に，学生が自ら学び考える能力を養う教
育体制を整えることが今後の課題であると考える．
　　　　　　　　　　　　　　　　）
結 論
　明倫短期大学歯科衛生士学科の2年制および3年
制教育課程入学生と2年制教育課程の歯科衛生士試
験受験者を対象とした本調査より，次のことが知ら
れた．
1．歯科衛生士試験の得点と在学時成績の得点（卒
業試験全国歯科衛生士模擬i試験）の間に相関が
認められたことから，在学時成績の得点から歯科
衛生士試験の得点を予測し，学力および合格率向
上をめざした継続的な対策が可能であると思われ
　る．
2．入学時基礎学力調査の得点は平成16年から年次
　的に下降傾向を示し，3年制教育課程入学生でも
継続すると予測される．
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